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広報「くまの」では、町民の皆さんのお宅に

広報が届くまでの期間を考慮して、おおむね

発行月の 11 日以降から翌月 10 日までの行事

のお知らせを掲載しています。

■
情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況
■

年
金
制
度
改
正
の
お
知
ら
せ
等
に
つ
い
て

情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況

　

こ
の
制
度
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
請
求
に
よ
り
、
行
政
情
報

の
閲
覧
や
写
し
の
交
付
を
行
う

制
度
で
す
。

　

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
20
年
３
月
31
日
ま
で
の
期
間

に
お
い
て
は
、
公
文
書
の
公
開

状
況
を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま

す
。

個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状

況
　

こ
の
制
度
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
が
、
本
人
の
個
人
情
報
の
開

示
（
閲
覧
や
写
し
の
交
付
）
、

訂
正
、
利
用
停
止
請
求
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

ま
た
、
請
求
さ
れ
た
公
文
書

を
開
示
（
訂
正
）
し
な
い
と
き
・

利
用
停
止
な
ど
を
し
な
い
と
き

は
、
そ
の
理
由
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
が
、
そ
の
決
定
に
不
服
が

あ
る
と
き
は
、
町
に
不
服
申
立

が
で
き
ま
す
。

　

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
20
年
３
月
31
日
ま
で
の
期
間

に
お
い
て
は
、
個
人
情
報
の
開

示
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

E
総
務
課
E
820
‐
５
６
０
１

　

４
月
か
ら
実
施
さ
れ
て
い

る
事
務
は
次
の
と
お
り
で
す
。

国
民
年
金
関
係

●
４
月
～
平
成
21
年
３
月
ま

で
の
国
民
年
金
保
険
料

　

月
額
１
万
４
千
410
円

●
任
意
加
入
被
保
険
者
の
保

険
料
納
付
は
、口
座
振
替
納

付
が
原
則
と
な
り
ま
し
た
。

●
大
学
等
の
教
育
施
設
に
お

い
て
、
学
生
納
付
特
例
事

務
法
人
の
認
可
を
受
け
た

場
合
、
学
生
等
被
保
険
者

が
大
学
等
の
窓
口
を
通
じ

て
学
生
納
付
特
例
の
申
請

が
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

厚
生
年
金
関
係

●
第
３
号
被
保
険
者
ま
た
は

第
３
号
被
保
険
者
で
あ
っ

た
人
か
ら
請
求
に
よ
っ
て
、

離
婚
し
た
場
合
、
夫
婦
の

合
意
が
な
く
て
も
、
第
３

号
被
保
険
者
期
間
に
つ
い

て
の
納
付
記
録
（
標
準
報

酬
）
を
２
分
の
１
に
分
割

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。
た
だ
し
、
４
月
以
後

の
期
間
の
み
が
分
割
対
象
で

す
。

　
　

施
行
日
前
の
第
３
号
被
保

険
者
期
間
に
つ
い
て
は
、
割

合
を
合
意
す
る
分
割
（
平
成

19
年
４
月
か
ら
の
制
度
）
を

行
い
ま
す
。

年
金
給
付
関
係

●
平
成
19
年
の
物
価
の
伸
び
が

0.0
％
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

今
年
度
の
年
金
額
に
つ
い
て

は
、
平
成
19
年
度
と
同
じ
年

金
額
と
な
り
ま
し
た
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
及
び

国
民
健
康
保
険
制
度
の
保
険

料
等
に
つ
い
て
、
現
行
の
介

護
保
険
料
と
併
せ
、
原
則
と

し
て
４
月
支
払
い
分
か
ら
、

新
た
に
特
別
徴
収
の
対
象
と

な
り
ま
し
た
。

E
広
島
南
社
会
保
険
事
務
所

E
253
‐
７
７
１
０
、
住
民
課

保
険
年
金
グ
ル
ー
プ
E
820
‐

５
６
０
４

  件数等

実施機関 　

請求
(申出)
人数

請求
(申出)
件数

処 理 状 況

公開 部分公開�不存在 非公開

町長 ２ 22 11 １ 10 0

※上記以外の実施機関 ( 教育委員会、選挙管理委員会、監
査委員、農業委員会、固定資産評価審査委員会、議会 )
については、平成 19 年度の請求はありませんでした。
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３
月
26
日

（水）
、
伝
統
工
芸
士

の
認
定
書
授
与
式
が
熊
野
筆
会

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
熊
野
筆
の
伝
統

工
芸
士
と
し
て
、
福
垣
内
康
之

さ
ん
（
中
溝
）
、
湊
弘
さ
ん
（
新

宮
）
の
お
二
人
が
認
定
さ
れ
、

新
し
く
伝
統
工
芸
士
の
称
号
を

得
ま
し
た
。

　

お
二
人
と
も
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
地
域
振
興
課
）

平
成
19
年
度

　
　
　
伝
統
工
芸
士
認
定

福垣内康之さん湊弘さん

熊野町観光マップ完成熊野町観光マップ完成
　昨年８月から町民の

皆さんと一緒に取り組

んできた観光マップづ

くりが３月に無事完成

し、４月から各公共施

設や飲食店等で「熊野

町観光マップ」として

無料配布しています。

　筆の里工房や郷土館、筆づくりが見ら

れる事業所、昼食が可能な飲食店等を掲

載しており、一冊で観光客の要望に答え

られるようなマップづくりを心がけまし

た。

　情報提供やマップづくりに関わってく

ださった皆さん、大変ありがとうござい

ました。

E地域振興課E820‐５６０２、生涯学

習課E820‐５６２１

筆
の
都
の
案
内
人
　
熊
野
の
魅
力
を
紹
介

　３月22日（土）、23日（日）にまち歩きイベント「春の筆の

里めぐり」を行いました。

　黄色の揃いのジャンバーを着た、筆の都の案内人（観光ボラ

ンティアガイド）が先導となり、神社や筆事業所、酒造場など

を案内しました。

　今回ご協力いただいた筆事業所は、（株）久保田号と広島筆

産業(株)。作業場に案内されると、筆の原料となる原毛に触れ

たり、筆軸への文字彫りの作業を間近に見せてもらったりして、

見学者の皆さんも大変熱心に聞き入っていました。

　また、馬上酒造場では酒蔵の中を丁寧な説明で

案内してもらい、店主のこだわりの酒造りである

ことを皆さん感じておられました。

　２日間で35人もの人が参加されましたが、皆さ

んから参加して良かったとの声をいただき、案内

人ともに充実した２日間となりました。

　今後もまち歩きのイベントは随時行っていく予

定です。「熊野町をもっと知りたい」という町民

の皆さんもぜひ参加してみてください。

　また、案内人に興味がある人も、お問い合わせ

ください。

E地域振興課E820‐５６０２

↑
久
保
田
号
で
筆
づ
く
り
を
見
学

↑特別に試飲のサービスがありました

↑広島筆産業では NHK が取材に訪れました


